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要 旨 
本研究では女子学生の理想体型を明らかにするために、形態数値の明らかな 12 名の女子学生モデル

（BMI が 15.5～25.8 kg/m2）の中から理想体型を選択させ、被験者の実測体型との関連についても検討

した。被験者は女子学生 322 名（年齢 19.8±1.9 歳、身長 159.5±5.6cm、体重 52.9±7.9 ㎏、BMI20.8
±2.8 kg/m2）であった。アンケートにより理想とする形態数値（数値理想体型）などを回答してもらう

とともに、理想体型モデルを選択させてその形態数値を用いて分析した。現状よりも「痩せたい」と回答

した女子学生は 85.7%（276 名）であり、主な痩せたい理由については「スタイルを良くしたい」（37.7%），

「太いから」（34.8%），「着たい服があるから」（12.7%）などであった。数値理想体型は、身長 161.1±
4.6cm、体重 48.2±4.6 ㎏、BMI18.6±1.4 kg/m2、バスト 85.4±5.5m、ウエスト 60.0±4.3cm、ヒップ

83.4±5.8cm であり、これらは実測体型それぞれの数値と有意な相関関係が数多く認められた。一方、理

想体型モデルの数値は、脚長 72.3±2.4cm（理想身長比 46.1%）、指極 159.1±3.7cm（101.6%）、体重 43.8
±5.7 ㎏、BMI17.8±1.9 kg/m2、バスト 79.5±3.8cm（50.8%）、ウエスト 60.7±2.9cm（38.8%）、ヒッ

プ 83.5±3.8cm（53.3%）などであり、これらの数値は実測体型それぞれの数値との間にほとんど有意な
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相関関係は認められなかった。数値理想体型とともに理想体型モデルの数値を用いて理想とする体型の

数値を求めると、身長 161.1 ㎝、体重 46.2 ㎏、BMI17.8 kg/m2、バスト 85.4 ㎝、ウエスト 62.5 ㎝、ヒ

ップ 85.9 ㎝であり、またこれらの他には脚長 74.3 ㎝、指極 163.7 ㎝、上腕囲 23.2 ㎝、前腕囲 21.7 ㎝、

大腿囲 50.9 ㎝、下腿囲 32.2 ㎝、足首囲 21.7cm などであった。以上の結果から、形態数値の明らかな理

想体型モデルの選択によって日本人若年女性の理想体型のより客観的数値が求められ、この数値は女子

学生自身の体型数値とはほぼ無関係であることなどが明らかとなった。 
キーワード：女子学生、痩せ願望、理想体型、形態数値、ボディイメージ 
 
Abstract 
    In this study, subjects were asked to select ideal body shapes from among twelve women student 
models (BMI of 15.5 – 25.8kg/m2) with well-defined body measurements, and the relationship with 
the subjects’ actual body shape was examined, in order to clarify the ideal body shape of women 
students. The subjects were 322 women students (age 19.8±1.9yr, height 159.5±5.6cm, weight 52.9
±7.9kg, BMI 20.8±2.8kg/m2). As well as being asked in a questionnaire to give what they considered 
to be ideal body measurements (ideal body shape measurements), they were also asked to select a 
model with an ideal body shape and analysis was carried out based on those body measurements.  
Eighty-six percent (n=276) of the subjects replied that they wanted to be thinner than they were at 
present giving the following main reasons: “I want to have a better figure,” (37.7%), “Because I’m too 
fat,” (34.8%), or “Because there’s something I want to wear,” (12.7%). Ideal body shape measurements 
were as follows: height 161.1±4.6cm, weight 48.2±4.6kg, BMI 18.6±1.4kg/m2, bust 85.4±5.5cm, 
waist 60.0±4.3cm, hip 83.4±5.8cm. Many of those were seen to have a significant correlation with 
actual body shape measurements. On the other hand, measurements of ideal body shape models were: 
leg length 72.3±2.4cm (46.1% of ideal height), arm span 159.1±3.7cm (101.6%), weight 43.8±5.7kg, 
BMI 17.8±1.9kg/m2, bust 79.5±3.8cm (50.8%), waist 60.7±2.9cm (38.8%), hip 83.5±3.8cm (53.3%), 
and virtually no significant correlation was recognized between these measurements and actual body 
shape measurements. When body shape measurements considered ideal were sought using ideal body 
shape model measurements along with ideal body shape measurements, the results were: height 
161.1cm, weight 46.2kg, BMI 17.8kg/m2, bust 85.4cm, waist 62.5cm, hip 85.9cm, leg length 74.3cm, 
arm span 163.7cm, upper arm girth 23.2cm, fore arm girth 21.7cm, thigh girth 50.9cm, calf girth 
32.2cm, ankle girth 21.7cm. These results show that, through the choice of ideal body shape model 
with well-defined body measurements, more objective measurements for ideal body shape are sought 
by young Japanese women and these measurements have virtually nothing to do with the actual body 
measurements of the women students themselves. 
 
Key words: women students, desire to be thin, ideal body shape, body measurements, body image 
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Ⅰ．緒 言 
日本人の青少年期の若年女性は、一般に同年代男性に比べて痩せ願望が顕著に強く、標準体型（あるい

は痩せ体型）であるにもかかわらず「太っている」「体重が重い」などと思い、「痩せたい」「体重を減ら

したい」などというような極端な痩せ志向やボディイメージの歪みが認められる。最も有病率が少ないと

される BMI（Body mass index: 体格指数）が 21～22 kg/m2程度といわれている現状で 16,34)、近年報告

された調査 20,21,23,44,50,54)では平均 BMI が 20.0～20.9 kg/m2 である若年女性の 79.9～97.8％が「痩せた

い」「体重を減らした」と回答し、その理想とする BMI が 18.0～19.0 kg/m2であったことが示されてい

る。2013 年の「国民健康・栄養の現状」27)によれば、20 歳代の痩せ（18.5kg/m2未満）の割合が過去最

高の 29.0％にまで達し、また 2011 年度学校保健統計調査速報では 5～17 歳の女子の平均体重が 1948 年

度以降初めて全年齢で前年度より減少したことが報告された 39)。近年では小学校の女子児童までもがダ

イエットを経験し 5,29)、また女子中学生の約 2％が拒食症であるとの報告もあり 38)、女性に蔓延し続ける

拒食症や過食症については「人類史上最悪の心の病」との指摘もある 37)。 
女性の痩せに関する国際比較をしてみると、2003 年の報告 12)では欧米白人女子学生（BMI 23.1±3.3 

kg/m2）の 32.1％が自己を太めと評価し、46.4％が痩せ体型が理想と回答したのに対して，より細身であ

る日本人女子学生（20.9±1.9 kg/m2）は 75.4％が自己を太めと評価し，91.2％が痩せ体型が理想と回答

している。また 2006 年に報告された WHO（World health organization: 世界保健機関）の資料 55)では、

1 人当たりの GDP（Gross domestic product: 国内総生産）がおよそ 2 万ドル以上の先進国の中では痩せ

すぎ女性（18.5 kg/m2未満）の比率は多くの国が 5％以下であるのに対して、日本だけが 12.24％と突出

していた。つまり，女性の痩せ人口の割合が顕著に高くかつ肥満者の割合が顕著に低い日本 16)において、

近年の若年女性の BMI が減少傾向にありながらその 8～9 割が痩せ願望をもっていることについては世

界的にみても稀有なことである。また、最近報告された BMI と死亡リスクとの関連についても、アジア

人（日本、中国、韓国など）は痩せによる死亡リスクの上昇が欧米白人よりも顕著であることが示されて

いる 51)。従って、日本人若年女性にみられる極端な痩せ願望やボディイメージの歪みは、彼女らの健康

体力の保持増進や母性保健においても極めて重大な問題である。 
近年、若年女性の痩せ志向については貧血や無月経あるいは拒食症など 1,33,38)の女性当人の健康の問題

だけではなく、次世代への悪影響を危惧する報告もみられる 4,15,45)。つまり、痩せ願望の強い女性の妊娠

中に低栄養状態で発育した胎児は遺伝子発現制御系の異常を起こし、出生後に生活習慣病を発症するリ

スクが高くなるというものである（成人病胎児期発症説）。例えば，胎生期に腎糸球体がアポトーシスを

起こして数が減少し（やがて高血圧が発症する）、また低栄養に適合した代謝機能が出生後の肥満を引き

起こす要因になることなどが指摘されている 3,14)。実際に低出生体重児（2500g 未満）として生まれた若

年女性はそれ以上で生まれた者よりも体脂肪率が有意に高い「隠れ肥満（正常体重肥満）」であったこと

が報告されている 45)。このようなことから、今日までに多くの研究者により適正な体重や体型あるいは

食事・栄養などに関する健康教育の重要性が主張され続けられており 7,19,20,23,50,54)、また厚生労働省の「健

康日本 21（第二次）」28)では 2022 年度までに 20 歳代女性の痩せの割合を 20％（2016 年度は 22.3％）

にするという数値目標を掲げているが、日本人若年女性の極端な痩せ志向に改善される兆しが見られる

ようになってきているようには思えない。 
このような問題の原因については、過去にも社会的因子や個人的環境因子など様々な指摘が数多くな

されているが 1,33,37)、その一因としては特に日本では女性の体型（体形）やその数値（特に体重）に触れ

ることが一般的にタブー視されているために、健康体力との関連も含めた正しい形態数値に関する情報

の不足していることが考えられる。つまり、自己や他者の形態数値が標準よりも多いか少ないか、また公

表されている数値（体重やスリーサイズなど）が正しいか否かも含めた一部の女優やタレント等の体型が

いかに特殊であるか、などということについて正しく評価できるほどの情報を持ち得ていないのが現状

相関関係は認められなかった。数値理想体型とともに理想体型モデルの数値を用いて理想とする体型の

数値を求めると、身長 161.1 ㎝、体重 46.2 ㎏、BMI17.8 kg/m2、バスト 85.4 ㎝、ウエスト 62.5 ㎝、ヒ

ップ 85.9 ㎝であり、またこれらの他には脚長 74.3 ㎝、指極 163.7 ㎝、上腕囲 23.2 ㎝、前腕囲 21.7 ㎝、

大腿囲 50.9 ㎝、下腿囲 32.2 ㎝、足首囲 21.7cm などであった。以上の結果から、形態数値の明らかな理

想体型モデルの選択によって日本人若年女性の理想体型のより客観的数値が求められ、この数値は女子

学生自身の体型数値とはほぼ無関係であることなどが明らかとなった。 
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であろう。過去の若年女性の痩せ願望や理想体型などに関する報告では、一般に被験者自身の形態数値

（多くは身長と体重のみ）が自己申告されており、主として理想とする体重を調査している研究が多いよ

うに思われる。しかし、そのような場合は、被験者の体重が実際よりも過小に申告される可能性があり

40,53)、また理想とする BMI（理想体重）が理想のボディイメージとは必ずしも一致しないという指摘 57)

がなされており、理想体型の研究としては不十分さが否めない。また、日本人若年女性を対象としたボデ

ィイメージの研究（自己体型評価や理想体型の選択など）では、Bell et al.3)、Fallon and Rozin6)、ある

いは Thompson and Gray49)などが考案したイラスト画 21,36,42,57)や本人等の写真をコンピュータ処理によ

り作成した画像 35)を用いて調査した報告もあるが，これらの手法では明確に形態数値が分からないため

に自己体型と比較し難いことや、理想体型が画一化されて本人の体型に関わらず特定の痩せ体型に集中

することなども指摘されている 36,42,57)。さらには、近年では身長を入力して理想の数値が算出されるサ

イトがネット上に公開されているが算出方法や理想の根拠などを明らかにできなかった。 
以上のような問題を解決するための一方法としては、過去に形態数値が明らかな女性モデルを選択さ

せることによって理想体型を調査しているが 11,12)、モデルの選択肢が 5 種類と少ないうえに BMI が 17.4
～25.4 kg/m2 と範囲がやや狭く、またその四肢やプロポーションの詳細についても不明であることから

十分な調査になっていない。そこで本研究では、日本人若年女性の痩せ願望や理想体型を明らかにするた

めに、形態数値がより詳細に分かっている女性 12 名をモデルにして、女子学生に理想とする体型のモデ

ルを選択させることによって理想体型とその特徴を明らかにするとともに、彼女らの実際の体型との関

連についても検討することを目的とした。 
 
Ⅱ．方 法 
１．被験者 

被験者は、N 県内の大学 3 校及び専門学校 2 校、T 県内の短期大学１校、H 県内の大学 1 校、東京都

内の大学 1 校に在籍する 18～29 歳までの女子学生合計 322 名（19.8±1.9 歳）であった。 
アンケート調査や身体計測の同意については、まず学校の代表者や学部・学科主任等に質問項目及び測

定項目に関して事前審査を受けて許可が得られた後に被験者に対して調査の目的、個人情報の保護（無記

名自己記入式にて記入後封筒に同封して収集箱に投函）、回答や測定の任意性について説明し、被調査の

参加同意を得た（有効回答率 80.3％）。なお、調査期間は 2007 年 4 月から 2012 年 3 月までであった。 
 
２．被験者の形態測定 
調査の際には各被験者に形態測定を依頼し，原則として身長、体重、体脂肪率（栄研式キャリパーを用

いた上腕背部と肩甲骨下部の皮下脂肪厚により、またはオムロン社製体脂肪計 HBF-352-W により求め

た。）、及び体周囲（バスト（乳頭位胸囲）、ウエスト（最小囲）、ヒップ（最大囲））を従来の方法 13)によ

り測定した（以下、実測体型とする）。この測定については女性保健体育教員か事前に測定方法の講習を

受けた女子学生が実施したが（測定実施者は 58.1％）、現場で測定が不可能な場合には可能な限り自宅で

測定してもらうように依頼して数値を自己申告してもらった（必要に応じて体脂肪計や巻尺を貸与した）。 
なお、本研究においては被験者の形態数値として身長と体重がないものについては分析から除外した。

表 1 には被験者の身体特性を示した。BMI が 18.5 kg/m2未満の被験者は 47 名（14.6％），25.0 kg/m2以

上は 16 名（5.0％）、また体脂肪率（測定者 188 名）が 30.0％以上は 25 名（13.3％）存在した。 
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３．モデルの形態測定 
モデルには 18 歳から 22 歳までの BMI の異なる女子学生 12 名（範囲 15.5～25.8kg/m2： 21.0±

3.3kg/m2）を用い、表 2 に示すように事前に彼女らの形態測定を従来の方法 13)により行った。四肢の測

定については、上腕囲が肩峰と肘の中点、前腕囲が最大部位、大腿囲が臀部直下位、下腿囲が最大部位、

足首囲が下腿内外踝上部を巻尺にて測定した。  
 
４．アンケート内容 
１）言葉による体型の自己評価と痩せ願望の有無 
体型の自己評価については、言葉による評価 11)による 5 つの選択肢（1. かなり痩せ、2. やや痩せ、3. 

標準、4. やや太め、5. かなり太め）から１つを回答してもらった。 
痩せ願望については、まず現状の体型に対してそれを変えたいか否かについて 3 つの選択肢（1. 痩せ

たい，2. 今のままで良い，3. 太りたい）の中から回答してもらい、「痩せたい」と回答した被験者に対し

ては、その主な理由を選択肢（1. スタイルを良くしたい、2. 太い・太ったから、3. 着たい服があるから、

4. 格好良く見られたいから、5. 健康のため、6. 憧れの有名人がいる、7. 身体の一部分に不満がある、

8. その他）の中から１つを回答してもらった。さらに言葉による理想体型を自己評価の 5 つの選択肢の

中から１つを回答してもらった。 
 
２）数値理想体型 
数値理想体型、つまり理想とする形態数値については、事前に測定した数値の記載とともに、身長、体

重、及び体周囲（バスト、ウエスト、ヒップ）の数値を回答してもらった。そして、その身長と体重から

BMI を、体周囲それぞれと身長から比率（％：バスト/身長、ウエスト/身長、ヒップ/身長）を、さらにバ

ストとウエストからバスト・ウエスト比（バスト/ウエスト）を、ヒップとウエストからヒップ・ウエス

ト比（ヒップ/ウエスト）を算出した。 
 
３）自己体型及び理想体型モデルの選択とその形態数値 
被験者には写真 1 に示したモデルの中から自己体型に近いモデル及び理想体型のモデルをそれぞれ１

つ選択してもらい、表 2 に示したモデルの形態数値を用いて分析した。アンケート時にはできるだけ先

入観を排除して体型のみで理想を被験者に選択してもらうために、12 名のモデルの顔を全て同じものに

加工した写真を使用し、しかも BMI の順序ではなく順不同に並べて選択してもらった。 
 
 
 

±1.9 ±5.6 ±7.9 ±2.8 ±5.6 ±4.2 ±7.1 ±4.7 ±0.092 ±7.5 ±4.8 ±5.9 ±3.7 ±0.095

BMI， body mass index;   LBM， lean body mass.

であろう。過去の若年女性の痩せ願望や理想体型などに関する報告では、一般に被験者自身の形態数値

（多くは身長と体重のみ）が自己申告されており、主として理想とする体重を調査している研究が多いよ

うに思われる。しかし、そのような場合は、被験者の体重が実際よりも過小に申告される可能性があり

40,53)、また理想とする BMI（理想体重）が理想のボディイメージとは必ずしも一致しないという指摘 57)

がなされており、理想体型の研究としては不十分さが否めない。また、日本人若年女性を対象としたボデ

ィイメージの研究（自己体型評価や理想体型の選択など）では、Bell et al.3)、Fallon and Rozin6)、ある

いは Thompson and Gray49)などが考案したイラスト画 21,36,42,57)や本人等の写真をコンピュータ処理によ

り作成した画像 35)を用いて調査した報告もあるが，これらの手法では明確に形態数値が分からないため

に自己体型と比較し難いことや、理想体型が画一化されて本人の体型に関わらず特定の痩せ体型に集中

することなども指摘されている 36,42,57)。さらには、近年では身長を入力して理想の数値が算出されるサ

イトがネット上に公開されているが算出方法や理想の根拠などを明らかにできなかった。 
以上のような問題を解決するための一方法としては、過去に形態数値が明らかな女性モデルを選択さ

せることによって理想体型を調査しているが 11,12)、モデルの選択肢が 5 種類と少ないうえに BMI が 17.4
～25.4 kg/m2 と範囲がやや狭く、またその四肢やプロポーションの詳細についても不明であることから

十分な調査になっていない。そこで本研究では、日本人若年女性の痩せ願望や理想体型を明らかにするた

めに、形態数値がより詳細に分かっている女性 12 名をモデルにして、女子学生に理想とする体型のモデ

ルを選択させることによって理想体型とその特徴を明らかにするとともに、彼女らの実際の体型との関

連についても検討することを目的とした。 
 
Ⅱ．方 法 
１．被験者 

被験者は、N 県内の大学 3 校及び専門学校 2 校、T 県内の短期大学１校、H 県内の大学 1 校、東京都

内の大学 1 校に在籍する 18～29 歳までの女子学生合計 322 名（19.8±1.9 歳）であった。 
アンケート調査や身体計測の同意については、まず学校の代表者や学部・学科主任等に質問項目及び測

定項目に関して事前審査を受けて許可が得られた後に被験者に対して調査の目的、個人情報の保護（無記

名自己記入式にて記入後封筒に同封して収集箱に投函）、回答や測定の任意性について説明し、被調査の

参加同意を得た（有効回答率 80.3％）。なお、調査期間は 2007 年 4 月から 2012 年 3 月までであった。 
 
２．被験者の形態測定 
調査の際には各被験者に形態測定を依頼し，原則として身長、体重、体脂肪率（栄研式キャリパーを用

いた上腕背部と肩甲骨下部の皮下脂肪厚により、またはオムロン社製体脂肪計 HBF-352-W により求め

た。）、及び体周囲（バスト（乳頭位胸囲）、ウエスト（最小囲）、ヒップ（最大囲））を従来の方法 13)によ

り測定した（以下、実測体型とする）。この測定については女性保健体育教員か事前に測定方法の講習を

受けた女子学生が実施したが（測定実施者は 58.1％）、現場で測定が不可能な場合には可能な限り自宅で

測定してもらうように依頼して数値を自己申告してもらった（必要に応じて体脂肪計や巻尺を貸与した）。 
なお、本研究においては被験者の形態数値として身長と体重がないものについては分析から除外した。

表 1 には被験者の身体特性を示した。BMI が 18.5 kg/m2未満の被験者は 47 名（14.6％），25.0 kg/m2以

上は 16 名（5.0％）、また体脂肪率（測定者 188 名）が 30.0％以上は 25 名（13.3％）存在した。 
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Photo. 1.  Twelve women student models used in a questionnaire. 

 

 

Table 2． Physical characteristics of  12 women student models．

BMI， body mass index;　 LBM， lean body mass.
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４．統計処理 
数値は平均±標準偏差で示した。実測体型と数値理想体型、または自己体型モデルと理想体型モデルの

2 群間の形態数値の比較には paired-t test を用い、また実測体型と数値理想体型あるいは理想体型モデ

ルにおける 2 群間の各項目の関連には Pearson の相関分析を用いた。さらには、実測体型、自己体型モ

デル、及び理想体型モデルの数値の 3 群間比較には、対応のある一元配置分散分析及び多重比較検定

（Bonferroni 法）を用いた。いずれも有意水準は 5%未満とした。なお，統計ソフトはエクセル統計 2008 
for Windows を用いた。 
 
Ⅲ．結 果 
１．言葉による体型の自己評価及び理想体型 
表 3 には女子学生における言葉による体型の自己評価及び各群の身体特性を示した。自己評価は「や

や太め」が 42.6%（回答者の BMI は 21.0±1.8kg/m2）で最も多く、次いで「標準」が 35.4%（19.7±
1.3kg/m2）であった。なお、BMI が 25.0 kg/m2以上の肥満者は全体で 5.3%（17 名）しかいなかったに

もかかわらず、55.9%（180 名：21.9±3.0kg/m2）が自己の体型を「太め（やや太めとかなり太め）」と評

価した。 
表 4 には言葉による理想体型及び各群の身体特性を示した。理想体型は「やや痩せ」が 65.2%（20.4±

1.9kg/m2）で最も多く、次いで「標準」が 26.4%（21.8±4.3kg/m2）であった。「やや痩せ」と「かなり

痩せ（5.3％）」を合わせると、女子学生の 70.5％（228 名：20.37±1.91kg/m2）が「痩せ」を理想体型

として選択した。 
 

 
 

Table 3． Verbal self-appraisal of body shape and physical characteristics of

±3.2 ±2.8 ±1.5

±5.8 ±4.5 ±1.3

±5.8 ±5.6 ±1.3

±5.2 ±6.0 ±1.8

±5.1 ±11.2 ±4.3

±5.6 ±7.9 ±2.8

Physical values are means±SD.  BMI, body mass index.
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－ 7 －



 
 

２．痩せ願望の有無 
表 5 には女子学生の痩せ願望の有無と各群の身体特性を示した。現在の体型を変えたいか否かについ

ては「痩せたい」が 85.7%（21.2±2.8kg/m2）で最も多く、「今のままで良い」が 11.2%（18.7±1.4kg/m2）、

「太りたい」が 3.1％（17.3±1.8kg/m2）であった。また図表には示していないが「痩せたい」の主な理

由は「スタイルを良くしたい」が 37.7%（276 名中 104 名）で最も多く、次に 34.8%が「太い・太った

から」、12.7%が「着たい服がある」の順に多く、この 3 つで痩せたい理由の多くを占めていた（85.2％）。

なお、「スタイルが良い」とは何かとの問いには 69.2％（104 名中 72 名）が「スリムであること」と回

答し、次に「脚が長く見えること」が 57.7％と多かった。 
 

 
 
３．数値理想体型及び実測体型との相関関係 
表 6 には数値理想体型を示すとともに実測体型と比較した（各項目で実測値と理想値のある被験者の

みで比較した）。理想身長は実測値よりも 1.7 ㎝高く（p<0.001）、理想体重は 4.6kg 低かった（p<0.001）。
体周囲については、理想バストは実測値と有意差がなかったものの高値を示す傾向にあり（p=0.0578）、
ウエストとヒップは実測値よりも有意に低値を示した（p<0.001）。また、実際の身長に対する理想体重

は 48.0±4.9kg（n=289）であり、両者を用いて BMI を算出すると 18.8 kg/m2であった。なお、今回の

調査では女子学生のおよそ半数が体周囲の理想数値を回答しなかった（バストが 52.5%（322 名中 169

Table 4．Verbal ideal body shape and physical characteristics of each group in women students.

157.7±5.1 49.9±5.0 20.1±1.5

43.7±3.8 17.6±1.1

159.8±5.6 52.2±6.1 20.4±1.9

47.4±4.4 18.5±1.1

159.1±5.7 55.3±11.5 21.8±4.3

50.2±5.5 19.7±1.7

158.6±3.4 53.2±3.5 21.2±1.4

49.5±2.6 19.7±1.6

159.5±5.6 52.9±7.9 20.8±2.8

48.0±4.9 18.8±1.4

Physical values are means±SD.   BMI, body mass index.

±5.6 ±5.7 ±5.1

±7.9 ±4.6 ±4.7

±2.8 ±1.4 ±1.8

Physical values are means±SD.  BMI, body mass index.

－ 8 －



名）、ウエストが 42.5%（137 名）、ヒップが 56.5%（182 名））。 
表 7 には実測体型と数値理想体型における各項目間の相関関係を示した。実測体重と理想体重間

（r=0.561，p<0.001：n=310）や、実測身長と理想身長間（r=0.554，p<0.001：n=310）などのように、

多くの項目間で有意な相関関係が認められた。 
 

 
 

 

Table 6． Comparison of measurements between ideal body shape and actual body shape in women students.

±4.6 ±4.6 ±1.4 ±5.5 ±3.4 ±0.118 ±4.3 ±2.6 ±5.8 ±3.5 ±0.096

±5.6 ±8.0 ±2.8 ±7.3 ±4.8 ±0.090 ±7.7 ±4.8 ±6.0 ±3.6 ±0.097

Table 7． Correlations between measurements of actual body shape and ideal body shape.
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は 48.0±4.9kg（n=289）であり、両者を用いて BMI を算出すると 18.8 kg/m2であった。なお、今回の

調査では女子学生のおよそ半数が体周囲の理想数値を回答しなかった（バストが 52.5%（322 名中 169

Table 4．Verbal ideal body shape and physical characteristics of each group in women students.
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４．実測体型と自己体型及び理想体型モデルの形態数値の比較 
図 1 には女子学生が自己体型及び理想体型として選択したモデルの MBI の相対度数を示した。自己体

型として最も多く選択されたモデルは 20.5 kg/m2のモデルであり（15.5％：322 名中 50 名）、次いで 19.5 
kg/m2のモデルが 14.3％（46 名）、23.5 kg/m2のモデルが 12.1％（39 名）であった。一方、理想体型と

して最も多く選択されたモデルの BMI は 17.8 kg/m2 であり（28.0％：322 名中 90 名）、次いで 15.5 
kg/m2のモデルが 22.1％（71 名）、17.1 kg/m2のモデルが 21.7％（70 名）であった。これら上位 3 名は

12 名のモデルの中で「痩せ（18.5 kg/m2未満）」と判定されるモデルであり、女子学生全体の 71.7％（322
名中 231 名）が理想体型として選択した。 

表 8 には実測体型、自己体型モデル、及び理想体型モデルの数値を示した。実測体型は、自己体型モデ

ルと比較して「ヒップ/身長」と「ヒップ・ウエスト比」以外は有意差が認められなかったが（体脂肪率

には有意差が認められたが外見上判断できないので議論から除外する）、理想体型モデルとの間には「ヒ

ップ・ウエスト比」以外はすべての項目において有意差が認められた。一方、自己体型モデルと理想体型

モデルとの比較においては、「指極/身長」以外はすべての項目で有意差が認められた。 
 

 
 
表 9 には実測体型と理想体型モデルの数値との各項目間における相関関係を示した。女子学生の実測

体重及び BMI と，理想体型モデルの BMI、「バスト/身長」、及び「上腕囲/身長」などとの間に有意な正

の相関が認められたものの多くの項目間で有意な相関関係が認められなかった。 
 
 
 
 

－ 10 －



 

 

 

 

±2.8 ±5.56 ±7.9 ±5.6 ±4.2 ±7.1 ±4.7 ±0.092 ±7.6 ±4.8 ±5.9 ±3.7 ±0.095

±2.6 ±3.6 ±2.4 ±0.7 ±5.1 ±1.5 ±7.3 ±4.9 ±3.9 ±5.1 ±3.0 ±0.056 ±4.6 ±2.6 ±5.9 ±3.5 ±0.034 ±2.2 ±1.3 ±1.4 ±0.9 ±4.9 ±3.1 ±3.1 ±2.0 ±0.8 ±0.6

±1.9 ±3.2 ±2.4 ±0.8 ±3.7 ±1.5 ±5.7 ±3.6 ±3.2 ±3.8 ±2.1 ±0.050 ±2.9 ±1.4 ±43.8 ±1.9 ±0.042 ±1.9 ±1.1 ±1.0 ±0.5 ±3.2 ±1.7 ±2.4 ±1.4 ±0.5 ±0.3

　　　  　 Own body

　　　   　Ideal body

　　  　   Ideal body

Physical values are means±SD.  BMI: body mass index,  LBM: lean body mass.  ns, not significant;  *, p<0.05;  **, p<0.01,  ***, p<0.001.

Table 9． Correlations between measurements of actual body shape and ideal body shape model in women  students.
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kg/m2のモデルが 22.1％（71 名）、17.1 kg/m2のモデルが 21.7％（70 名）であった。これら上位 3 名は

12 名のモデルの中で「痩せ（18.5 kg/m2未満）」と判定されるモデルであり、女子学生全体の 71.7％（322
名中 231 名）が理想体型として選択した。 
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Ⅳ．考 察 
１．被験者抽出の妥当性 
本研究では調査に協力するか否か、身体計測を実施するか否かについては全て任意であったことから、

被験者の回答や様々な数値などに若干の偏りが存在する可能性は否めない（有効回答率は 80.3％であっ

たが調査を断った者は含まれていない）。女子学生における肥満者及び隠れ肥満者の頻度が示されている

報告 10)ではそれぞれ 20.5％及び 13.6％であったのに対して、本研究ではそれぞれ 13.3％（体脂肪率測定

者 188 名中 25 名）及び 5.9％（188 名中 11 名）であり、両肥満者の割合が顕著に少なかった。また、

BMI による痩せ（18.5kg/m2 未満）の頻度は「国民健康・栄養の現状－平成 21 年度の調査報告より－」

26)によれば 20 歳代では 22.3％であったのに対して、本研究では 14.6％（322 名中 47 名）と少なかった。

このように大学の必修授業や健康診断などで得られた測定値と比較すると、本研究では調査を依頼した

時点で女子学生に協力してもらえなかったり、アンケートの回答や身体計測の任意性を明確にしたこと

によって特に痩せや肥満の女子学生からより多く協力が得られなかった可能性が考えられる。 
一方、従来から若年女性は自己体型を実際よりも太めと評価し、痩せ体型を好む傾向にあるが、過去の

報告 7,18,19,30,54)では平均 BMI が 20.3～21.4kg/m2の被験者のうち「痩せ（18.5kg/m2未満）」の割合が 10.4
～29.5％の女子学生群において、自己体型を「太め」と評価した者が 48.7～80.0％で、体型願望としては

「痩せたい（体重を減らしたい）」が 77.6～92.0％存在したことが示されている。本研究の女子学生は痩

せ体型が 14.6％で自己を「太め」と評価した者が 55.9％存在し、また言葉による理想体型が「痩せ」で

ある者及び今よりも「痩せたい」者がそれぞれ 70.5％及び 85.7％であり、これらの傾向は過去の報告と

概ね一致している。また、本研究の女子学生の体格が大学の必修授業で測定した女子学生 944 名の値（身

長 159.0±5.1cm，体重 52.8±7.0kg，BMI20.9±2.5 kg/m2）13)や「日本人の体力標準値」47)に示された

数値とほぼ同等であったことなどから、今回の被験者には若干の偏りが存在することは否定できないも

のの日本人女子学生の平均的数値として用いても差し支えないものと判断した。なお、本研究で用いたモ

デルの身体特性（身長 158.6±3.7 ㎝、体重 52.9±9.2 ㎏、BMI21.0±3.3kg/m2など）については、上述

の女子学生の身体特性と比較すると上腕囲や大腿囲はやや大きめであったが体格はほぼ同等であったこ

とから、およそ標準的な体型のモデルであったことが伺える。 
 
２．痩せ願望の有無 

本研究では自己の体型を「やや太め」と回答した女子学生の平均 BMI は標準的な 21.0±1.8kg/m2 で

あり、また現状よりも「痩せたい」と回答した女子学生が 85.7%も存在し、その BMI もまた標準的な 21.2
±2.8kg/m2 であった。このように体型が標準でありながら自己を太めと評価し、また全体の 9 割近くが

痩せ願望をもっている日本人若年女性の傾向は、従来から数多く報告されている結果とほぼ一致するも

のである 7,19,20,22,24,43,50,52,58)。前述したように日本人若年女性は欧米人と比較しても明らかに痩せ志向が

強く、表 3 や表 4 に示したように体型の自己評価で「標準」と回答した女子学生の平均 BMI が 19.7kg/m2

であったこと、言葉による理想体型が「標準」及び「やや太め」と回答した女子学生の理想 BMI が同じ

く 19.7kg/m2 であったことからも痩せ志向が伺え、現在の若年女性においては標準とする体型が健康な

身体であるための体型よりも BMI で 2 kg/m2 近くも少なく（体重では約－5kg）認識されていることが

考えられる。 
若年女性が痩せたいと思う動機については社会的要因の影響について数多く指摘されてきた。例えば，

「（痩せが魅力的であるという）痩せに対する価値観」や「（テレビや雑誌による）メディアの影響」が大

きく 33)、また他者からの「体型に関する指摘」も有意に関連すること 31)、さらには他者から肯定的な評

価を引き出そうとする賞賛獲得欲求が青年期女性に存在することも指摘されている 2)。本研究では「痩せ

たい」と回答した女子学生の多くは母親などの他者からの助言によるのではなく自分自身で判断してお
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り（83.7％：276 名中 231 名）、「スタイルを良くしたい」との理由が最も多く、その具体例としては「ス

リム（細身）な体型」が 69.2％（104 名中 72 名）と最も多かった。女子高校生 23)や女子学生 41)の痩せ

たい理由については「きれいになれる」と「好きな服が着られる」という外見上の理由が顕著に多いこと

が報告されている。女子学生のダイエット（主に食事制限であると思われる）を行った理由としても「太

っていると思った」が最も多く、次いで「細い方がきれい」などが挙げられている 30)。水島の著書 33)に

よれば一般社会において女性は男性よりも「外見によって評価される」ことや「選ばれる性」であること

などが記述されている。しかし、実際には痩せている利点として「異性にもてる」などと男性の目を意識

して痩せたいと回答した若年女性は比較的少数である 23,41)。つまり、女子学生の理想体型は、男性の好

む体型とは一致せず（より痩せ志向）、現代においては男性の目よりもファッション意識を優先させる傾

向が強い 53)ものと思われる。このことは、男性向け週刊誌のグラビア女性は肉感的モデルがほとんどで

痩せた女性が見当たらないとの指摘 48)を支持するものである。女性が回答する理想体型と「男性視線魅

力体型」とが異なる（女性は男性に好まれる体型をある程度認識している）ことも報告されているから

46)、むしろ女性自身が同性間の痩せ競争に巻き込まれていることが現実として大きいのかもしれない。 
また、浅野の著書 1)によれば、一部のフィットネスクラブや痩身美容業界などの広告や営業利益拡大の

ために痩せた身体の状態を「美しい」とか「健康的」と見なすようにどんどんエスカレートしていく傾向

をもっていることが指摘されている。おそらく、日本人若年女性はマスコミ等による流行に非常に影響さ

れやすいと思われることから、前述したように今後の学校における食事や体型認識も含めた保健体育教

育の工夫と充実が期待されるところである。しかしながら、現在は大学のフィットネス教育 8,9)における

自己体型を客観的に知るための身体計測が不適切であるとの判断もあり（体重計測でさえも困難）、実際

にはその実施が不可能に近いことや、授業内外でウエイトトレーニングの指導を試みようとしても「筋肉

が付く」や「腕や脚が太くなる」などとの理由でそれを拒否する女子学生も比較的多いことなどから、こ

の種の健康教育には課題が山積しているのも現状であろう。 
 
３．数値理想体型 
本研究では数値理想体型は実際よりも身長が 1.7cm 高く、体重が 4.6kg 低く、両者の数値から算出し

た BMI は実測値よりも 2.2 kg/m2低いものであり（18.6 kg/m2）、また図表には示していないが実際の身

長（159.5cm）を基準にすると体重を 4.8kg 減らすことが理想であり、両者の数値から算出した BMI は
18.8 kg/m2 であった。これらの数値は、過去に報告されている若年女性の理想の数値とほぼ同等なもの

であった 7,21,22,44,54)。 
一方、体周囲の理想数値についてはバストが実測値よりも1.2cm大きく（85.4cm：理想身長比53.0％）、

ウエストが 6.2cm 小さく（60.0cm：37.2％）、ヒップが 5.8cm（83.4cm：52.4％）小さいものであった。

女性の下着メーカーが示した 20 歳代女性の「ビューティフルプロポーション」25)は、体重が 50.0 ㎏（身

長 162cm－112：BMI は 19.1kg/m2）、バストが 83.4cm（身長比 51.5％）、ウエストが 59.9cm（37.0％）、

ヒップが 87.8cm（54.2％）であり、本研究でのヒップの理想数値がやや小さいものの本研究の女子学生

の数値理想体型は概ねこれらに近いものであった。今回の被験者の中には「男性のヒップのように小さく

したい」と言っていた女子学生もいたが、山田の著書 56)によれば近年女性美の基準が「巨尻」から「小

尻」に移りつつあり、客観的なデータは示されていないが後者には都会的・知的なイメージがある、との

ことから近年の流行の体型になってきているのかもしれない。これらの数値理想体型は、表 7 で示した

ように多くの項目で実測体型との相関が高い傾向にあることから、女子学生は実測数値を基準に理想の

数値を決めているものと思われる。今回の調査では体周囲の計測を行わずに理想の数値を回答した女子

学生は少数であったことから（バストが全体の 10.9％、ウエストが 13.4％、ヒップが 7.1％）、体周囲の

理想数値を約半数が回答しなかった理由としては、調査時に自己の具体的数値を知らなかった（測定した

Ⅳ．考 察 
１．被験者抽出の妥当性 
本研究では調査に協力するか否か、身体計測を実施するか否かについては全て任意であったことから、

被験者の回答や様々な数値などに若干の偏りが存在する可能性は否めない（有効回答率は 80.3％であっ

たが調査を断った者は含まれていない）。女子学生における肥満者及び隠れ肥満者の頻度が示されている

報告 10)ではそれぞれ 20.5％及び 13.6％であったのに対して、本研究ではそれぞれ 13.3％（体脂肪率測定

者 188 名中 25 名）及び 5.9％（188 名中 11 名）であり、両肥満者の割合が顕著に少なかった。また、

BMI による痩せ（18.5kg/m2 未満）の頻度は「国民健康・栄養の現状－平成 21 年度の調査報告より－」

26)によれば 20 歳代では 22.3％であったのに対して、本研究では 14.6％（322 名中 47 名）と少なかった。

このように大学の必修授業や健康診断などで得られた測定値と比較すると、本研究では調査を依頼した

時点で女子学生に協力してもらえなかったり、アンケートの回答や身体計測の任意性を明確にしたこと

によって特に痩せや肥満の女子学生からより多く協力が得られなかった可能性が考えられる。 
一方、従来から若年女性は自己体型を実際よりも太めと評価し、痩せ体型を好む傾向にあるが、過去の

報告 7,18,19,30,54)では平均 BMI が 20.3～21.4kg/m2の被験者のうち「痩せ（18.5kg/m2未満）」の割合が 10.4
～29.5％の女子学生群において、自己体型を「太め」と評価した者が 48.7～80.0％で、体型願望としては

「痩せたい（体重を減らしたい）」が 77.6～92.0％存在したことが示されている。本研究の女子学生は痩

せ体型が 14.6％で自己を「太め」と評価した者が 55.9％存在し、また言葉による理想体型が「痩せ」で

ある者及び今よりも「痩せたい」者がそれぞれ 70.5％及び 85.7％であり、これらの傾向は過去の報告と

概ね一致している。また、本研究の女子学生の体格が大学の必修授業で測定した女子学生 944 名の値（身

長 159.0±5.1cm，体重 52.8±7.0kg，BMI20.9±2.5 kg/m2）13)や「日本人の体力標準値」47)に示された

数値とほぼ同等であったことなどから、今回の被験者には若干の偏りが存在することは否定できないも

のの日本人女子学生の平均的数値として用いても差し支えないものと判断した。なお、本研究で用いたモ

デルの身体特性（身長 158.6±3.7 ㎝、体重 52.9±9.2 ㎏、BMI21.0±3.3kg/m2など）については、上述

の女子学生の身体特性と比較すると上腕囲や大腿囲はやや大きめであったが体格はほぼ同等であったこ

とから、およそ標準的な体型のモデルであったことが伺える。 
 
２．痩せ願望の有無 

本研究では自己の体型を「やや太め」と回答した女子学生の平均 BMI は標準的な 21.0±1.8kg/m2 で

あり、また現状よりも「痩せたい」と回答した女子学生が 85.7%も存在し、その BMI もまた標準的な 21.2
±2.8kg/m2 であった。このように体型が標準でありながら自己を太めと評価し、また全体の 9 割近くが

痩せ願望をもっている日本人若年女性の傾向は、従来から数多く報告されている結果とほぼ一致するも

のである 7,19,20,22,24,43,50,52,58)。前述したように日本人若年女性は欧米人と比較しても明らかに痩せ志向が

強く、表 3 や表 4 に示したように体型の自己評価で「標準」と回答した女子学生の平均 BMI が 19.7kg/m2

であったこと、言葉による理想体型が「標準」及び「やや太め」と回答した女子学生の理想 BMI が同じ

く 19.7kg/m2 であったことからも痩せ志向が伺え、現在の若年女性においては標準とする体型が健康な

身体であるための体型よりも BMI で 2 kg/m2 近くも少なく（体重では約－5kg）認識されていることが

考えられる。 
若年女性が痩せたいと思う動機については社会的要因の影響について数多く指摘されてきた。例えば，

「（痩せが魅力的であるという）痩せに対する価値観」や「（テレビや雑誌による）メディアの影響」が大

きく 33)、また他者からの「体型に関する指摘」も有意に関連すること 31)、さらには他者から肯定的な評

価を引き出そうとする賞賛獲得欲求が青年期女性に存在することも指摘されている 2)。本研究では「痩せ

たい」と回答した女子学生の多くは母親などの他者からの助言によるのではなく自分自身で判断してお
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ことがない）ので回答できなかった被験者が多かったのではないかと考えられる。 
 
４．実測体型と自己体型モデル及び理想体型モデルの形態数値の比較 

本研究では、形態数値の明らかな 12 名（BMI が 15.5 kg/m2から 25.8 kg/m2まで）の女子学生をモデ

ルにして、自己や理想に最も近い体型のモデルを選択してもらうことによってより客観的な理想体型の

追究を試みた。本研究では図１のヒストグラムに示したように、自己体型の選択の場合は度数配置にやや

二峰性の分布が得られ、また理想体型の選択の場合は BMI が 12 名中 3 番目に小さい 17.8 g/m2 のモデ

ルが理想として最も人気（相対度数 28.0％）があったものの 4 番目の 19.0 g/m2のモデルは不人気（相対

度数 4.7％）であったことから、モデル自身の体型の特徴が若干影響したことは否めない。しかしながら、

本研究と同様にモデルの写真を用いた過去の報告 12)では最小 BMI が 17.4 g/m2であったのに対して、本

研究ではそれより小さい BMI（15.5 kg/m2と 17.1 kg/m2）のモデルが理想体型であるとする被験者が全

体の 43.7％（322 名中 141 名）も存在したことが明らかになったことは意義あるものと思われる。今後

は鈴木の報告 46)に示されているように、選択肢に個性のない客観的基準を有するシルエット図を用いた

ボディイメージの研究も望まれるところであろう。 
実測体型と自己体型モデルの数値を比較すると（表 8）、「ヒップ/身長」と「ヒップ・ウエスト比」に

5％水準で有意差が認められたものの、他の項目には有意差が認められなかった（体脂肪率にも有意差は

あったが、写真では外見上判断できないので議論から除外する）。過去には若年女性の自己体型は過大評

価されるというボディイメージの歪みが数多く指摘されてきたが 17,23,52)、例えば BMI が 18.5 kg/m2 未

満の女子学生の 33.3％が自己を「太っている」と判断している 17)。しかし、モデルの写真を用いて自己

体型評価を行った本研究結果からはそのような違いがあまり見られず、ほぼ適切に自己評価されている

と判断できる。本研究と同様にデジタルカメラによる画像で自分の体型を選択してもらうと健常女性で

はほぼ正確であったこと 32)や、客観的基準を有するシルエット図を使用すれば若年女性自身の体型の歪

みの程度は大きいものではない 46)とする報告は、本研究結果を支持するものである。一方、実測体型と

理想体型モデルを比較すると、全ての項目で有意差が認められ、理想体型モデルは実測体型（20.8 kg/m2）

よりも顕著に細身（17.8 kg/m2）の体型であり、数値ではなく外見（シルエット図）で選択した若年女性

の理想体型は 17.7 kg/m2程度であったとする報告 46)とほぼ一致していた。つまり、このような理想体型

モデルと本研究で示した数値理想体型のBMI（18.6 kg/m2）や実身長と理想体重によるBMI（18.8kg/m2）

とを比較すると、理想とする外見の細さ（理想体型モデル）がさらにスリムであることから、仮にダイエ

ットによって理想体重まで減らしたとしても自身の体型には必ずしも満足せずに、さらに減量が継続さ

れることにつながるのかもしれない。 
本研究における理想体型モデルと実測体型の数値との相関関係は、表 9 に示したようにほとんどの項

目間で有意ではなかったことから、女子学生自身の体格・体形にほとんど関係なく理想とする好みの体型

が存在することが考えられる。理想体型を 8 種類のシルエットチャートを用いて調べた報告 14)では、痩

せ群、標準群、隠れ肥満群の各々の半数以上が同じチャート（＃3：最も細い方から 3 番目）を理想とし

て選択し、また同様の研究 36)においても標準群（20.9 kg/m2）と肥満群（27.3 kg/m2）で BMI が大きく

異なっても理想体型には大きな違いが見られなかったことが示されている。このことからも、外見による

理想体型は数値による理想体型とは異なることが本研究結果から示唆されたものと思われる。 
 
５．理想とする体型の数値 
女子学生の理想体型の数値については、前述したように痩せたい理由が「きれいになれる」や「好きな

服が着られる」などという外見上の理由が顕著に多いことから、基本的には理想体型モデルの数値で示し

て、必要に応じて数値理想体型を用いることが適切であると思われる。結果に示した通り、数値理想体型
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や理想体型モデルの数値は実測体型よりも小さい数値（より細身）が多かったが、バストは数値理想体型

（85.4±5.5 ㎝）が実測体型（84.0±7.1 ㎝）よりも大きい値を理想としていること、また身長と体重は

アンケート調査で使用したモデルの写真からは理想を判断することが難しいことから、理想体型の数値

としては数値理想体型の身長 161.1 ㎝、体重 46.2 ㎏（数値理想体型の身長と理想体型モデルの BMI17.8 
kg/m2 より算出）及びバスト 85.4 ㎝の数値を理想として用いた方が適切であろう。従って、女子学生が

理想とする体型の数値は、身長 161.1 ㎝、体重 46.2 ㎏、BMI17.8 kg/m2、バスト 85.4 ㎝（理想身長 161.1
㎝の 53.0％）、ウエスト 62.5 ㎝（同様に 38.8％）、ヒップ 85.9 ㎝（53.3％）であり、またこれらの他に

脚長（理想身長と理想体型モデルの身長比 46.1％から算出）が 74.3 ㎝、指極（同様に 101.6％から算出）

が 163.7 ㎝、上腕囲（14.4％）が 23.2 ㎝、前腕囲（13.5％）が 21.7 ㎝、大腿囲（31.6％）が 50.9 ㎝、

下腿囲（20.0％）が 32.2 ㎝、足首囲（13.45％）が 21.7cm、などを求めることができた。岸本の報告 25)

では 20 歳代女性の理想体型は、身長 162 ㎝（7.1 頭身）、体重が「身長－112（50kg）」、BMI19.1 kg/m2、

バストが「身長×0.515（83.4 ㎝）」、ウエストが「身長×0.370（59.9 ㎝）」、ヒップが「身長×0.542（87.8
㎝）」、股下高さ（脚長）が「身長×0.455（73.7 ㎝）」であることが示されている。本研究で求めた理想体

型数値は、これらの数値とは大きな違いが認められないことから、日本人若年女性の理想体型の妥当な数

値として用いても良いのかもしれない。ただし、そのような理想体型（体形）の若年女性がどの程度存在

するのか（本研究では BMI が 17.8 kg/m2程度でバストが 85.4 ㎝に近い女子学生は数名存在したが極め

て稀であった）、あるいは健康的にそのような体型に変えることができるのか、などといった問題につい

ては今後の研究課題である。 
 

Ⅴ．結 語 
本研究では、若年女性の痩せ願望や理想体型を明らかにするために、形態数値が明らかな女性 12 名を

モデルにして、女子学生に理想体型のモデルを選択させることによって理想体型の数値とその特徴を明

らかにするとともに、彼女らの実測体型との関連についても検討することを目的とした。被験者は、N 県

内外の大学や専門学校に在籍する 18～29 歳までの女子学生合計 322 名（19.8±1.9 歳）であった。痩せ

願望や理想体型などに関するアンケート調査の他に形態測定を依頼して身長、体重、体脂肪率、及び体周

囲を測定した。 
１）言葉による体型の自己評価は「やや太め」が 42.6%で最も多く、次いで「標準」が 35.4%であった。

また、言葉による理想体型は「やや痩せ」が 65.2%で最も多く、次いで「標準」が 26.4%であった。女

子学生の 70.5％が「痩せ」（「やや痩せ」と「かなり痩せ」）を理想体型として選択した。 
２）痩せ願望の有無については、全体の 85.7％が「痩せたい」と回答し、「今のままで良い」が 11.2%、

「太りたい」が 3.1％であった。「痩せたい」の主な理由は「スタイルを良くしたい」が 37.7%（276 名

中 104 名）で最も多く、次に「太い・太ったから」が 34.8%、「着たい服がある」が 12.7%であり、こ

の 3 つで痩せたい理由の多く（85.2％）を占めていた。 
３）数値理想体型については、理想身長は実測値よりも 1.7 ㎝高く（p<0.001）、理想体重は 4.6kg 低か

った（p<0.001）。体周囲については、理想バストは実測値と有意差がなかったものの高値を示す傾向

にあり（p=0.0578）、ウエストとヒップは実測値よりも有意に低値を示した（p<0.001）。また、実測体

重と理想体重間（r=0.561，p<0.001）や、実測身長と理想身長間（r=0.554，p<0.001）などのように、

多くの項目間で有意な相関関係が認められた。 
４）自己体型として最も多く選択されたモデルは 20.5 kg/m2のモデルであり（15.5％）、次いで 19.5 kg/m2

のモデルが 14.3％、23.5 kg/m2 のモデルが 12.1％であった（自己体型モデルの平均 BMI21.0±2.6 
kg/m2）。一方、理想体型として最も多く選択されたモデルの BMI は 17.8 kg/m2であり（28.0％）、次

いで 15.5 kg/m2 のモデルが 22.1％、17.1 kg/m2 のモデルが 21.7％であった（理想体型モデルの平均

ことがない）ので回答できなかった被験者が多かったのではないかと考えられる。 
 
４．実測体型と自己体型モデル及び理想体型モデルの形態数値の比較 

本研究では、形態数値の明らかな 12 名（BMI が 15.5 kg/m2から 25.8 kg/m2まで）の女子学生をモデ

ルにして、自己や理想に最も近い体型のモデルを選択してもらうことによってより客観的な理想体型の

追究を試みた。本研究では図１のヒストグラムに示したように、自己体型の選択の場合は度数配置にやや

二峰性の分布が得られ、また理想体型の選択の場合は BMI が 12 名中 3 番目に小さい 17.8 g/m2 のモデ

ルが理想として最も人気（相対度数 28.0％）があったものの 4 番目の 19.0 g/m2のモデルは不人気（相対

度数 4.7％）であったことから、モデル自身の体型の特徴が若干影響したことは否めない。しかしながら、

本研究と同様にモデルの写真を用いた過去の報告 12)では最小 BMI が 17.4 g/m2であったのに対して、本

研究ではそれより小さい BMI（15.5 kg/m2と 17.1 kg/m2）のモデルが理想体型であるとする被験者が全

体の 43.7％（322 名中 141 名）も存在したことが明らかになったことは意義あるものと思われる。今後

は鈴木の報告 46)に示されているように、選択肢に個性のない客観的基準を有するシルエット図を用いた

ボディイメージの研究も望まれるところであろう。 
実測体型と自己体型モデルの数値を比較すると（表 8）、「ヒップ/身長」と「ヒップ・ウエスト比」に

5％水準で有意差が認められたものの、他の項目には有意差が認められなかった（体脂肪率にも有意差は

あったが、写真では外見上判断できないので議論から除外する）。過去には若年女性の自己体型は過大評

価されるというボディイメージの歪みが数多く指摘されてきたが 17,23,52)、例えば BMI が 18.5 kg/m2 未

満の女子学生の 33.3％が自己を「太っている」と判断している 17)。しかし、モデルの写真を用いて自己

体型評価を行った本研究結果からはそのような違いがあまり見られず、ほぼ適切に自己評価されている

と判断できる。本研究と同様にデジタルカメラによる画像で自分の体型を選択してもらうと健常女性で

はほぼ正確であったこと 32)や、客観的基準を有するシルエット図を使用すれば若年女性自身の体型の歪

みの程度は大きいものではない 46)とする報告は、本研究結果を支持するものである。一方、実測体型と

理想体型モデルを比較すると、全ての項目で有意差が認められ、理想体型モデルは実測体型（20.8 kg/m2）

よりも顕著に細身（17.8 kg/m2）の体型であり、数値ではなく外見（シルエット図）で選択した若年女性

の理想体型は 17.7 kg/m2程度であったとする報告 46)とほぼ一致していた。つまり、このような理想体型

モデルと本研究で示した数値理想体型のBMI（18.6 kg/m2）や実身長と理想体重によるBMI（18.8kg/m2）

とを比較すると、理想とする外見の細さ（理想体型モデル）がさらにスリムであることから、仮にダイエ

ットによって理想体重まで減らしたとしても自身の体型には必ずしも満足せずに、さらに減量が継続さ

れることにつながるのかもしれない。 
本研究における理想体型モデルと実測体型の数値との相関関係は、表 9 に示したようにほとんどの項

目間で有意ではなかったことから、女子学生自身の体格・体形にほとんど関係なく理想とする好みの体型

が存在することが考えられる。理想体型を 8 種類のシルエットチャートを用いて調べた報告 14)では、痩

せ群、標準群、隠れ肥満群の各々の半数以上が同じチャート（＃3：最も細い方から 3 番目）を理想とし

て選択し、また同様の研究 36)においても標準群（20.9 kg/m2）と肥満群（27.3 kg/m2）で BMI が大きく

異なっても理想体型には大きな違いが見られなかったことが示されている。このことからも、外見による

理想体型は数値による理想体型とは異なることが本研究結果から示唆されたものと思われる。 
 
５．理想とする体型の数値 
女子学生の理想体型の数値については、前述したように痩せたい理由が「きれいになれる」や「好きな

服が着られる」などという外見上の理由が顕著に多いことから、基本的には理想体型モデルの数値で示し

て、必要に応じて数値理想体型を用いることが適切であると思われる。結果に示した通り、数値理想体型
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BMI17.8±1.9 kg/m2）。これら上位 3 名は 12 名のモデルの中で「痩せ（18.5 kg/m2 未満）」と判定さ

れるモデルであり、女子学生全体の 71.7％が理想体型として選択した。 
５）実測体型は、自己体型モデルと比較して「ヒップ/身長」と「ヒップ・ウエスト比」以外は有意差が

認められなかったが、理想体型モデルとの間には「ヒップ・ウエスト比」以外はすべての項目において

有意差が認められた。実測体型と理想体型モデルの数値との相関関係は、多くの項目間で有意な相関関

係が認められなかった。 
６）女子学生の理想とする体型の数値を数値理想体型の一部と理想体型モデルの数値から求めると、身長

161.1 ㎝、体重 46.2 ㎏、BMI17.8 kg/m2、バスト 85.4 ㎝、ウエスト 62.5 ㎝、ヒップ 85.9 ㎝であり、

また脚長 74.3 ㎝、指極 163.7 ㎝、上腕囲 23.2 ㎝、前腕囲 21.7 ㎝、大腿囲 50.9 ㎝、下腿囲 32.2 ㎝、

及び足首囲 21.7cm であった。 
以上の結果から、形態数値の明らかな理想体型モデルの選択によって日本人若年女性の理想体型の

より客観的数値が求められ、また、この数値は女子学生自身の体型数値とはほぼ無関係であることなど

が明らかとなった。 
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